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校長室から 

                                 校長 栗田 友季子 

 

４月の入学式・始業式から始まった一学期も、残すところ４日となりました。

私にとって、この３か月半は、あっという間に過ぎてしまったように感じまし

た。 

運動会や中学部修学旅行など大きな行事をはじめ、体育的行事、文

化的行事、交流事業など実に多くの行事や活動がありました。子ども

たちは、それぞれ目標やテーマを掲げて一生懸命に取り組みました。

そして、心に残る思い出ができ、一人ひとりの力が伸びる成果として

あらわれました。 

これらの行事や活動がスムーズに運営でき、大きな成

果を残しながら無事に終えることができたことは、保護

者・地域の皆様よりたくさんのご協力をいただいたから

こそと心より感謝申し上げます。 

保護者・地域の皆様には、１学期間、大変お世話にな

りました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

さて、火曜日は一学期終業式です。子どもたちは「通知表」を持ち帰ります。

通知表は、保護者の皆様が大きな関心を寄せるもののひとつであると思います。 

通知表を受け取った時、皆様はお子さんに何と声をかけるでしょうか？その言

葉かけによっては、「通知表」の本来の役目が生かされないまま終

わる場合もあります。ぜひ、最初にかける言葉をよく考えて、笑顔で通知表を受け

取ってください。 

以下に、子どもを伸ばす望ましい対応をのせましたので、参考にしていただけれ

ば幸いです。 
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『通知表を受け取る時』（「子どもを伸ばすお母さん 100 問 100 答」藤井均編・雄峰出版より抜粋） 

（１）最初の言葉は、まず認めてほめることから 

   安易に直感で第一声を発しないようにしましょう。全体を一通り見届けた上で、最初に何

を認めてほめてやるかを決めてかかることです。親が不安なように、いやそれ以上に、子供

にとっても親の評価は不安なものです。子供は学校から家に着くまでの間、親の顔がちらつ

いたり、何を言われるかいろいろ予測したりしながら、玄関の戸を開けるものです。 

（２）否定や批判は極力抑えて、励まし言葉で 

   我が子の力は、親にはだいたいつかめているはずです。能力以上を求めすぎるあまりの批

判や嘆きはマイナスです。あわてないで、ひとつひとつ基礎からの積み上げを心掛けさせる

励ましの言葉をかけていきましょう。反省させることも大事ですが、学習意欲を喚起させる

ことはもっと大切だと思います。 

（３）親（家族）が同一歩調で評価してあげること （内容は省略） 

 

子どもたちにとって、待ちに待った楽しい夏休みが始まります。夏休みが本当

に楽しい夏休みで終わるために、「夏休みのすごし方」を各学級で指導いたしま

す。各家庭におかれましても、お子さんと一緒にご確認をお願いします。２学期

始業式の日に、元気な「あいさつ」の声とともに、全員の元気な姿を見ることを

楽しみにしています。 

 

 皆様にとって、「夏休み」にはどんな思い出がありますか？ 

 私の夏の思い出は、プールです。毎日のように、学校のプールや町のプ

ールに通って泳いでいました。おかげで、日焼けで背中や肩の皮膚の薄皮

がむけてしまうことも度々でした。顔の皮膚もむけてしまい、まだら模様

の顔になってしまったこともありました。 

夏休みといっても、海水浴やキャンプ、遊園地などといったところへ連れ

て行ってもらえるわけでもなく、学校や町のプールに行くか、ひたすら家の

周りで遊ぶかの毎日でした。当時は、それが当たり前だったので、特に不満

も感じませんでした。 

とにかく、長い休みを、毎日、思い切り遊びました。近所の子どもが集まって、虫取りをしたり、

木登りをしたり、秘密基地を作ったりして、路地や空き地で遊んでいました。夕方になると蚊取
か と

り

線香
せ ん こ う

を焚いて、寝床
ね ど こ

に蚊帳
か や

をはるのですが、それすらもイベントの一つでした。蚊帳の中で遊ぶこ

とも楽しかったです。寝る前に何度も出たり入ったりして、親によく怒られたものでした。  

祖母がおやつに作ってくれた白玉がおいしかったことや、井戸で冷やしたスイカを切ってもらう

時ワクワクしたこと、庭で水まきをしながら自分たちもびしょびしょになってしまってはしゃいだ

こと、その時にできた虹が美しかったことなど、毎日がとても楽しい夏休みでした。 

さて、子どもたちにとって、今年の夏休みはどんな夏休みになるのでしょうか。事故にも遭わず

ケガや病気もせずに、たくさんのワクワクした思い出やキラキラした思い出が残る楽しい夏休みで

ありますようにと願っています。 

夏の思い出 

https://www.irasutoya.com/2017/08/blog-post_14.html
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もうすぐ夏休みという時期になりました。夏休みは進路を考える上で、大切な時期とも言えます。

進路説明会でもお話をさせていただきましたが、台中日本人学校からの進路選択は、非常に幅広く、

多様な選択が可能です。しかしながら、その分、情報を家庭でどれだけ収集できるかということが

重要になってきます。日本の進路選択を考えている場合は、ぜひ、この夏休み期間を有効利用して、

高校訪問や塾などでの情報収集に生かしてください。以下は、日本で開かれる相談会や相談窓口の

ご案内です。進路の選択は、「情報量」と「人とのつながり」が勝負のキーポイントです。そして、

お子さんの明確な「ここに行く、ここに進学する」という意識につながることを願っています。 

 

海外・帰国生に積極的な学校の紹介（海外・帰国子女教育専門機関 JOBA） 

学校情報に関する質問等がある場合、以下に、問い合わせると学校案内以外の情報も得ることがで

きます。 

JOBA お問い合わせ受付：(TEL)＋81-3-5754-2242 （E-mail)jobajp@jolnet.com 

            学校担当：宮田、尾幡 

URL：http://www.jolnet.com 

JOBA は海外・帰国生専門の教育機関です。国際的な教育ネットワークがあり、海外生・帰国生やその家族、

国内外の教育機関や海外人事担当者への教育サービスを提供しています。 

 

 

海外・帰国子女のための進学相談会 

「JOBA 学校フェア」 

7 月 27 日(土) ベルサール汐留／イベントホール（東京都中央区） 

問い合わせや申し込みはウェブサイトをご覧ください。 www.jolnet.com/fair/ 

 

 

帰国生のための学校説明会・相談会 

（公益財団法人 海外子女教育振興財団主催) 

7 月 25 日(木) 大阪府立国際会議場グランキューブ大阪（大阪市北区） 

7 月 26 日(金) 愛知県産業労働センター ウインクあいち(名古屋市中村区) 

7 月 30 日(火) 東京都立産業貿易センター台東館（東京都台東区) 

小学校から大学までの主な帰国生受け入れ校の説明や質問受け付けなど 

無料ですが事前申し込みが必要です。 

詳細は ウェブサイトをご覧ください。 www.joes.or.jp 

 

 

http://www.jolnet.com/fair/
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ペンリレー 

「ちびやす子 Chan」 

北村 康子 

私は、香川県の田舎町で生まれ、曾祖母、祖父母、叔母二人、

両親、そして愛犬「エス」、たくさんの大人（含大犬）に囲まれた

環境で育ちました。 

今でも家の周りは、田んぼや畑、牛小屋、鶏舎、少し歩くと小

高い山やため池というのどかな田園風景が広がっています。 

「ザ・森（実家の姓）家」は何の変哲もない、平凡な家庭です。

そこが、私のルーツです。そして今でも懐かしく思い出すのが、「晩

御飯だよ、全員集合！」の場面です。「ザ・森家」のドラマは、い

つもこの晩御飯タイムに繰り広げられていました。 

 

【エピソードⅠ「エス」】 

自営業だったため、私の子守り役はひいおばあちゃんとエス。エスは優しくお

おらかな犬で、猫の赤ちゃんにもよくお乳を飲ませていました。昼寝をしている私のそばでエスは

お座りをしていて、私が目を覚ますと吠えて知らせます。私が庭へ行けば庭、玄関へ行けば玄関、

エスは常に私から目を離しません。これは、三歳のころの話です。

ある日、私は一人で畑へのあぜ道をトコトコ歩いていきました。そ

れを見たエスは、ずっと私についてきました。畑を通り過ぎ、池に

続く坂道にさしかかったところで、エスは狂ったように吠え続けま

した。その声に気付いた父が駆け付けると、エスは、池のほとりで私の洋服をくわえて力いっぱい

踏ん張っていたそうです。そう、エスのおかげで、今の私があると言っても過言ではありません。「エ

スは命の恩人（恩犬）である」と、父はエスの武勇伝を何度も熱く語っていました。（でも当時のち

びやす子ちゃんは、エスの偉大さに気付く由もなし。それでもエスはち

びやす子ちゃんのわがままにもとことんつきあう日々でした…） 

従妹が夏休みの宿題として「エスとやす子ちゃんとひいおばあちゃん」

という作文を書いて提出したくらい、この「ザ・森家」定番トリオは、

ユニークな光景だったようです。 

 

【エピソードⅡ「鶴の一声」と「余計な一言」】 

私の住んでいた田舎町にはほとんど芸能人が来ません。小学 6 年生の時、当時の大人気アイドル、

西城秀樹さんのコンサートが市民会館で行われるというビッグニュースが飛び込んできました。学

校でもチケットをどこで買った、予約したなど女子の話題は「西城秀樹コンサート」でもちきり。

私もさっそく夕食時に、父にお願いしてみたところ「だめだ。」でおしまい。次の日も次の日もお願

いしましたが、許してもらえず、父と大バトル。そんな私のためにに祖父がこっそりチケットを買

ってきてくれました。大喜びの私に、またもや父が割り込み、「親父、余計な事すんな。」とチケッ



トを取り上げる勢い。大泣きしながら訴える私を怒鳴る父。それまで静観していた祖母が仁王立ち

で、「それは、おじいちゃんがやす子にやったんや。お前が口出しすることやない！」と一喝。迫力

ある祖母の一言に騒ぎはおさまり、ちびやす子ちゃんがおばあちゃんの一言に感謝したのは言うま

でもありません… 

その激しいやり取りの次の日、保護者会がありました。担任の先生からの「おうちでのお子様の

ようすを話してください。」という社交辞令的な投げかけに、素直（ばか正直）な母は昨夜の「西城

秀樹コンサートチケット」をめぐる夕食時の大バトルを実況中継したようです。保護者会の翌日、

学校ではクラスのみんなから、行き帰りの道々で友だちのお母さんから「西城秀樹を見に行けるん

やて。よかったなあ。」と口々に言われ、もうコンサートに行ける喜びはどこへやら…町内中に私の

失態が…と。ちびやす子ちゃんは、学びました。「言葉はややこしい、相手と場面を選んでつかおう

…」と。 

今思うと、そんな話題しかない我が家はある意味、平和だったのかも…。（そしてそんなことがト

ピックになるそれぞれのおうちも…） 

さてそんな私が、小学校の卒業文集に何も思いつくことがないままに、「大きくなったら小学校の

先生になりたいです。」と書いたものですから、またまた「ザ・森家」の夕食時のネタに。父は大絶

賛、「お前はえらい！」と一人で盛り上がる始末（まだ、先生にはなっていないのに褒められるって

一体…）父の夢は、なぜか、「私が教員になること」になってしましました。  …そして、今に至

るわけです。 

 

【エピソードⅢ「言葉力」】 

そんなこんなで、小学校の教員になった私は、３０数 

年、教師という仕事に従事し、多くの子どもたちや保護 

者の方や仲間の先生方に恵まれ、幸せな教員生活を送っ 

ております。そのような出会いの中でいつも感じている 

ことは、「言葉は、人に与えられた素晴らしい力だ」とい 

うことです。これまでに子どもたちからもらった名言の

数 

々は、常に私の視野を広げ、心を豊かにしてくれました。 

言葉には、心を安らかにしたり、きれいにしたり、高め

た 

りする力が宿っています。私たちは言葉で伝え合い、つ

ながり、励ましたり、支え合ったり、共感したり…「言葉力」で、エネルギーチャージしています。

そんな私がいつも子どもたちに投げかけてきた言葉があります。「ありがとう力」です。  

皆様も、自分にとって「たからもの」になっている言葉が心に刻まていることでしょう。 

 

 



 

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中学部

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金 編入学説明会

17 土

18 日

19 月 B ２学期始業式 　

20 火 B 中：実力テスト　部活動中止

21 水 B 学部別朝会　

22 木 B

23 金 B 部活動㉑

24 土

25 日

26 月 A 委員会⑤

27 火 A 小：身体計測　部活動㉒

28 水 A 中：身体計測　

29 木 A 宿泊学習①

30 金 A 宿泊学習②　部活動㉓    

31 土

　　６日（金）漢字コンテスト

　１０日（火）～２１日（土）　夏休み作品展

　１２日（木）水泳記録会

　１３日（金）中秋節

　１９日（木）避難訓練（地震）

　２０日（金）計算コンテスト

　２１日（土）授業参観日

　　　　　　　学級懇談会

　　　　　　　中２：新民短期留学説明会

週
下　校　バ　ス　発　車　時　刻

日

平成３１年度(２０１９年度) ８月学校行事予定表(案)
生活目標 『規則正しい生活をおくろう』

保健目標 『けがの防止につとめよう』

曜 児童生徒行事

・小５社会科見学

・小４社会科見学

　　　　　　委員会活動⑥

　　　　　　ステージ練習開始

３０日（月）中：２学期中間テスト

２４日（火）小中合同お弁当食べよう会

９月の主な行事

  

 

 

 

  

  

  

 

 

  


